
参加型合意形成プラットフォーム「Decidim」について 

 

１ 参加型合意形成プラットフォームとは 

オンラインで多様な市民の意見を集め、議論を集約し、政策に結びつけていくための機能を

有している参加型民主主義プロジェクトのためのオンラインツール。 

バルセロナやヘルシンキなどで使われている、「Decidim（デシディム）」というツールを一般

社団法人コード・フォー・ジャパンが中心となり、日本語化を行ったもので、世界中の 30を超

える自治体で利用されており、日本国内では本市が初めての導入となる。 

市が公表した計画案について、市民が意見やアイデアを述べられる点はパブリックコメント

と似ているが、パブリックコメントとは異なり、意見に対し、フィードバックを行え、徐々に

議論を活性化させていくことができるものとなっている。 

 

 

２ 本市における運用について 

10 月下旬に運用を開始し、寄せられた意見やアイデアについて集約を行う。 

また、意見やアイデアが建設的なものとなるよう一般社団法人コード・フォー・ジャパンが

ファシリテーションを行う。 

 

【スケジュール】（下線部：参加型合意形成プラットフォームを使用） 

・10 月下旬        参加型合意形成プラットフォーム運用開始 

・10 月下旬～11 月中旬   アイデア収集フェーズ 

（スマートシティ構想の各目標における概要に対して、意見・

アイデアを収集する期間） 

・11 月下旬～12 月中旬   意見収集フェーズ 

（アイデア収集フェーズにおいて出てきた意見を参考に作成し

たスマートシティ構想案について意見を収集する期間） 

・１月上旬～2月上旬    パブリックコメント実施 

・３月           スマートシティ構想公表 

 

※上記期間中に、オフラインでのワークショップを実施予定 



３ 画面イメージ 

 

 

市が公表する各目標における概要 

参加者からの意見、アイデア 


